





























































































































































































































































































































声の大きさ・L一周 4 140 15
顔・手の表情 31 1 8
〈示した観点事項以外〉 教
師
言葉づかい 2 7／365×100 19 7／118×100 の
振
児童との共感・話し方 45 ＝1。92％ 1 8 ＝5．93％ る
発言に対する対応の仕方 82 1 37
舞
い
児童の行動に対する対応 2 18 1 14
机問指導・支援 1 38 1 7
態度・落ち着き 9 2 10 差4．01
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〈示した観点事項〉
導入 1 23 3 33
〈示した観点事項以外〉
分かりやすい構成 16 2 23
授
授業の流れ 11 3／95×100 1 9 12／135×100 業
の
進み具合 2 11 ＝3ユ6％ 12 篇＆89％ 構
児童の活動 1 2
成
子ども中心 19 2 13
時間配分 3 3 35
気づきのある授業 12 8 差5。73
〈示した観点事項以外〉
教材・教具 3 82 4 41
ワークシート 28 21 教
3／168×100 6／106×100 材
写真、図など 8 2 7 鵬
＝L79％ ＝5。66％ 教
資料など 3 8 興
実物など 16 2










予想の立て方 9 1 14 の
＝0．65％ ＝3．47％ 技
実験の成功 1 23 6 能
実験しの留意点の指示 18 18
教科書の使い方 2 1 8




学習U標の明確さ 4 3 29 授




指導案どおりの進行 ＝0．91％ 9 ＝17．46％ 叢
子どもの理解度 1 2 2 1 度
学習内容に対する知識 1 1
模擬授業に対する練習 2 4 1
（班の協力） 1 差16。55


























































熱意を持って取り組めたか 14人 13人 0人 0人
班ごと協力して創って行こうと思ったか 22人 4人 0人 1人




理科の授業に自信がありますか 十分ある 少しある あまりない 全くない
模擬授業前の全体評価　　（n瓢28） 0人 10人 12人 6人
模擬授業後の全体評価　　（熊27）
@　（教師役だけの内訳　鷺一11）
4人
i3人）
11人
i4人）
7人
i4人）
5人
i0人）
評価方法は「十分ある＝4」「少しある＝3」「あまりない＝2」「全くない＝1」の評定尺度法（4件法）
とした。
3．おわりに
　模擬授業に自己評価・観察者による評価を取り入れて実践、及び考察してきたが、受講生たち
に次の特徴がみられた。
①評価の観点事項を示した評価シートを用い、模擬授業に対する自己評価・観察者による評価
　を取り入れたとき、受講生全員は「良い点」「改良点」の指摘しやすくなり、示した観点事項
以外の気付きができた。
（2）模擬授業における教師役の「良い点」に関する自覚の程度は、児童役より低かった。また、
　教師役の自覚の程度が高かった項目は藍授業の完成度潮の改良点であった。駐旨導の技能潮に
　いては、教師役・児童役共に自覚の程度の差が少なかった。
以上の取り組みによって、受講生自身が授業の改良すべき箇所に気付き、「改良すべき点」の
自覚が高まり、改良するための能動的行動につながったと推察できる。このように、授業者自身
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の自己評価と観察者による評価を組み合わせた評価活動をすることによって、受講者の気付きを
増やすことができ、講義の評価（「教育実習で役立つ」「授業に対する自信」など）を高めること
につながった。
　教職科目の中で受講者の実践力の向上を図るためには、模擬授業を効果的に取り組ませ．受講
者自身に授業を改良していこうとする向上心を育てることが大切である。常に、授業実践とそれ
を改良していく視点をもつことができるかどうか．苦手な教科（特に理科）を克服し日々の研鐙
を積むことに対する意欲につなぎたい。
　今後、「教育実習に役立つ」「理科授業に対する自信を高めること」に焦点を当てていきたい。
引用文献
i）中央教育審議会答申（2006）：「今後の教員養成・免許制度の在り方について」文部科学省
藍）伊佐公男（2010）：「小学校教員養成における理科の授業改善（1）」仁愛大学研究紀要　人間生活学部
　　篇第2号　p147～153
撫）秋吉博之、溝邊和成、石井恭子（2011）1「模擬授業を生かした人学での授業の取り組みと課題」日本
　　理科教育学会第61回全国大会発表論文集、第9号　p118．
iv）杉山雅俊、山崎敬人（2011）1「教師志：望学生の理科授業についての観察視点に関する研究　　模擬授
　　業についての批評を事例として」日本理科教育学会第61回全国人会発表論文集、第9号　p130。
付表　模擬授業に対する批評療文の抜粋
（11／9）模擬i授業1時問目（C班）
○児童に対する言葉遣い［調が良くなかった。自分がやる時も気を付けていきたいと思った。
○板書を使って、児童からの意見を少しずつ書いていくともっと分かりやすい。
（11／16）模i擬授業2時問目前半（A班）
○導入部が難しいと意欲や関心がなくなりがちになるので、気を付けた方が良いと思った。
○やはり指導案をもう少し詳しく書くと良い。アドリブが少し気になった。少し強引で分かりにくい。
○明るい雰囲気で、分かりやすかった。導入をもっと簡単にすることで、興味が湧く授業になったと思う。
（11／16）模擬授業2時問目後半（K班）
○屋外へ出て活動することにより、子どもたちの興味を持たせ続けることができた。しかし、よく分からな
　い部分もあったので、分かり易くすべきだと思った。
○児童の発言の機会が少なすぎるという点が気になる。プリントを集める前に、一度子どもたちに確認の発
　言を求めるべきだったと思った。
（11／30）模i擬授業3時問目前半（B班）
○導入の仕方が日常生活を含めていたので、関心を引き出させ易かった。次の模擬授業では参考にしたい。
○どのように、こちらに集中せることができるのかが、うまく授業に取り入れられていたと思います。自分
　も、声と表情を大切にしたい。
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（11／30）模i擬授業3時問目後半（D班）
○全体的に粗雑な感じがしたので、改善すれば、もっと良くなるはず。
○児童の活動がとても多く、飽きない授業でした。私たちも次に見習いたい。
○子どもの発見というところに、もっと重点を置いて指導案を作っていくべきだと思った。
（12／7）模擬授業4時間日前半（G班）
○子どもが考え各自で調べていける授業であり、私もこうありたい。
○小3の内容として、考え方や話し方も工夫されていて、私も見習いたい。
○完成度が高く、よく準備ができていたので、事前準備の大切さを改めて感じました。
（12／7）模擬授業4時問目後半（E班）
○最初から最後までの授業にかかる時間を、実際に計ってみるべきだ。
○まとまっている指導案だが、他の児童役の意見に引き込まれ、どんどん変わっていくのがよく分かりまし
　た。しっかりと予測していくことが大切。
○子どもの発言に対するフォロー、予想外の意見に対しての対処がうまくいけば、良い授業になった。
（12／14）模擬授業5時問目前半（F班）
○説明も丁寧で、児童に対する思いが伝わった。もっと、板書などを活用したり、教具があったりすると興
　味を引くことができたのでは。
○いろいろな道具や物を試すことができ、興味・関心がより掻き立てられると感じた。子どもとの共感する
　場面が大切であるとも感じた。
（12／14）模i擬授業5時問目後半（J班）
○少し言葉づかいが気になるところがあり、自分も言葉には注意しなければいけないと思った。
○実験の結果が班によって違っていた時、グラス全体でのまとめが必要と気づいた。自分が授業をする時に
　は、クラスで話し合って検討したい。
○刃物などの使用について、危険な道具の扱いに対して対応がしっかり出来ていたと思う。カミソリでなく
カッターを使用した方が良かったのでは。
（12／21）模i擬授業6時問目前半（H班）
○後半の児童を参加させた演示実験のさせ方がL手で、見習いたいと思いました。
○子どもたちのつぶやきを大切に拾っていく授業にしたいと思った。
○教具から体感させる場面もあり、体験しながら学んでいけるという工夫がみられた。今後の模擬授業や教
　育実習に生かしていけたらいいなと思いました。
○児童が体験する機会が多くあり、より興味を持って授業に取り組むことができたと思う。その楽しい雰囲
　気も、先生の表情や話し方から作られるものだと、改めて思った。
（12／21）模擬授業6時問目後半（1班）
○導入部分は引き込まれた。展開部分で、それが生かされなかったように感じた。生き物の写真を用意して、
　児童の発言を引き出す工夫が必要。
○秋から冬の違いへと話をもっていったのは面白いが、発問の仕方に工夫が必要だった。
○児童の発言によって、単元の内容から外れてしまった分があり、いけないなと思いました。
